
　

県
立
広
島
大
学
同
窓
会
第
十
九
回
総
会
が

令
和
五
年
六
月
四
日
（
日
）
午
前
十
一
時
か

ら
ヒ
ル
ト
ン
広
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
各
支
部
支
部
長
、
理
事
、
広
島
・
庄

原
・
三
原
の
三
大
学
卒
業
生
並
び
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
身
校
の
卒
業
生
総
数
二
百
四
十
七
名

で
し
た
。

　

ま
ず
、
会
長
の
北
村
富
美
子
氏
（
女
大
６

生
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
議

長
に
池
田
道
晴
氏
（
県
大
１
生
管
）
を
選
出

し
、
事
前
に
配
布
し
た
総
会
資
料
に
沿
っ
て

議
事
を
進
め
、
理
事
会
提
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
事
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
号
議
案

　

令
和
四
年
度
事
業
報
告
を
承
認

第
二
号
議
案

令
和
四
年
度
収
支
計
算
報
告
お
よ
び
監
査

報
告
を
承
認

第
三
号
議
案

　

令
和
五
年
度
事
業
計
画
を
承
認

第
六
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
き
、
新

た
に
県
立
広
島
大
学
同
窓
会
会
長
お
よ
び

副
会
長
を
選
出

第
七
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
き
、
新

た
に
県
立
広
島
大
学
同
窓
会
監
事
を
選
出

　

今
回
、
役
員
の
二
年
の
任
期
に
よ
り
、
理

事
及
び
正
副
会
長
・
監
事
の
改
選
が
あ
り
、

新
任
・
再
任
で
の
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
は
、
北
村
富
美
子
氏
、
副
会
長
に
中

川
美
代
子
氏
（
女
大
６
被
）
が
再
任
さ
れ
、

西
村
義
則
氏
（
農
短
21
農
学
）、
栗
栖
寿
規

氏
（
農
短
33
農
学
）
が
新
た
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

県
立
広
島
大
学
学
長
の
森
永
力
先
生
に

「
素
晴
ら
し
き
微
生
物
の
世
界
︱
き
の
こ
を

中
心
と
し
て
︱
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

学
長
の
専
門
分
野
で
あ
る
微
生
物
、
特
に

私
た
ち
に
身
近
な
き
の
こ
を
中
心
に
、
写
真

な
ど
を
使
っ
て
、
と
て
も
興
味
深
い
お
話
を

伺
え
ま
し
た
。

（
文
責　

濵
田
良
江
）

第
四
号
議
案

　

令
和
五
年
度
収
支
予
算
を
承
認

第
五
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
き
、
新

た
に
県
立
広
島
大
学
同
窓
会
理
事
を
選
出

お知らせ

県立広島大学同窓会
第20回総会・懇親会

日時 令和６年６月16日（日）11：00～15：00

場所 ヒルトン広島　2Ｆ太田川

内容 Ⅰ部　総会・講演
 Ⅱ部　懇親会

講演 小倉　健一郎先生
 （医師・農短10畜産）

 「フリーな医師の過ごし方」

講師プロフィール
広島農業短期大学　畜産学科10期卒業の同窓生。農短卒
業後、２年間、青年海外協力隊員として、フィリピンの農
科大学で畜産学を教えた。帰国後に「海外にもっと貢献し
たい」と医師を目指し佐賀医科大（現佐賀大学医学部）に
入学、卒業。
明石市で阪神淡路大震災を経験し、以後インドネシア・ス
マトラ沖地震や、中国・四川大地震、東日本大震災、西日
本豪雨、トルコ地震など国内外各地の災害被災地で活動。
2023年ピースボート船医として世界一周した。現在は主に
離島医療に携わっている。神奈川県小田原市在住。

県立広島大学同窓会県立広島大学同窓会
第19回総会第19回総会

日　時
令和５年６月４日(日)
11：00～15：00

場　所
ヒルトン広島

講
　
　
演

総
　
　
会

Prefectural University of Hiroshima同窓会総会・懇親会
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